






























































































































































































































































































































































































































































































































































11 立川 『誘惑論』 p.127








20 ウィトゲンシュタイン 『哲学探究』 363節 p.227
21 立川 『誘惑論』 p.7
22 同上 pp.78
23 柄谷 『探究Ⅰ』 p.41
24 同上 p.41
25 宇野 「サルトルの ねばねばしたもの」 p.91
26 同上 p.92
27 立川 『誘惑論』 pp.3738
28 この「猫」の比喩は，先に見たように柄谷の文章に拠っている。
29 立川 『誘惑論』 p.38




































58 サルトル 『存在と無 第二分冊』 p.414
参考文献
サルトル 『存在と無 第二分冊』 松浪信三郎訳 人文書院 1958年
ウィトゲンシュタイン 『ウィトゲンシュタイン全集8 哲学探究』 藤本隆志訳 大修館書店 1976年
ロマーンヤーコブソン 『一般言語学』 川本茂雄監修 田村すゞ子他訳 みすず書房 1973年
宇野邦一 「サルトルの ねばねばしたもの」『現代思想7 特集 サルトル以後のサルトル』 青土社 p.82
p.95 1987年
梅木達郎 『サルトル 失われた直接性をもとめて』 NHK出版 2006年
柄谷行人 『探究Ⅰ』 講談社 1986年
北見秀司 「サルトルにおける二つの 他者」『現代思想7 特集 サルトル以後のサルトル』 青土社 p.114
p.130 1987年
上妻精 「サルトルにおける他者の問題 フッサール，ヘーゲル，ハイデガーとの対決」『理想8 サルトル』
理想社 p.123p.138 1980年
小松学 「他者との関係としての言語 サルトルとレヴィナス」『サルトル 21世紀の思想家 国際シンポジウ
ム記録論集』 石崎晴己澤田直編 思潮社 p.237p.253 2007年
小松学 「サルトルとレヴィナスにおける言語と主体の問題	呼びかける／応答する主体	」『立命館大学人文
科学研究所紀要94号』 立命館大学 p.105p.128 2010年
末次弘 『サルトル哲学とは何か』 理想社 2002年
立川健二 『誘惑論』 新曜社 1991年
水野浩二 「サルトルにおける他者論の可能性」『哲学38号』 北海道大学哲学会 p.1p.17 2002年
吉永和加 「隔絶した自己と他者とを
ぐもの:サルトルにおける責任について」『メタフュシカ35』 大阪大
学 p.13p.26 2004年
（いはら ともあき 英語コミュニケーション学科）
―85―
